





























潤率」と原草稿との関連を中心に一一J r開発論集J (北海学園大)30号， 1981 
年。
大村泉， ，剰余価値の利潤への転化Jと「資本一般JJ r経済論集J29巻 1号，
1981年。
同「一般的利潤率・生産価格と剰余価値の利潤への転化」同誌， 30巻 3号， 1982 
年。
同「生産価格と『資本論』第3部の基本論理一一『剰余価値学説史』の根本的性格
と『資本論』第3部の起点をめぐって一一J (上) (中) (完) r経済j227--
229号， 1983年。
同「論文集 Wi資本論J第二草稿 (Derzweite Entwurf des>Kapitals<{) (ベ
Jレリン， 1983年)の刊行によせてJ (上)，同誌， 240号， 1984年。
同「草稿「第3章資本と利潤J=1862年12月作成説にたいして」同誌， 241号，
1984年(吉田文和「ふたたび『機械論草稿」について」中の付論として〉。
Derselbe，λJber die Entstehungsphasen des" Dritten Capital. Capital 
und Profit “und der.. Miscellanea “: Dezember 1862 oder Dezember 








(2) 小稿，r資本一般」の展開過程(l857'"'-'62)J r経済学研究J (九州大)44巻2・
3号， 1979年，を参照されたい。














( 1 )ノート 1"""5冊
乙乙ではノート 1"""2冊のみが内容目次を持っている o それは r1 )貨幣
の資本への転化」のみであり，ノート 3冊の r2)絶対的剰余価値」以下の
内容目次は書かれていない。
ノート 1"""2冊の本文中の題は次に示すとおりである。 r1 )資本の生産
過程。 /1)貨幣の資本への転化。/a) G-W-G。資本の最も一般的な形
態J (1冊 1， 8. 50以下， ノート番号， 草稿ページ数， MEGAペー
ジ数を示す。また， ノート番号が自明のときは省略する)0 r b)価値の本
性から生じる諸困難，等J (7， 8. 16) 0 rγ)労働との交換。労働過程。
価値増殖過程J (15， 8. 16) 0 r労働能力の価値。賃金の最低限， あるい
は平均的労賃J (21， 8. 37) 0 r貨幣と労働能力との交換J (25， 8. 44)。
「労働過程J (28， 8. 48) 0 r価値増殖過程J (58， 8. 34) 0 r労働過程
と価値増殖過程との統一(資本制的生産過程)J (49， 8. 82) 0 そして，
ノート 2冊では「貨幣の資本への転化が分解するこつの構成部分J (2冊，
55， 8. 93) を題として見ることができ， これと「転化」への「追補」で
ノート 2冊は終る O
これに対して，ノート l冊の表紙には r1 )経済学批判ロ/第 3章。資本
一般J (8. 3) と苦かれている o その哀には「第3章。資本一般。 1)資
96 経営と経済
本の生産過程。 1)貨幣の資本への転化。 a) 資本の最も一般的な形態。
b)諸困難。 c)資本と労働能力との交換。 d)労働能力の価値。 e) 労働過
程。f)価値増殖過程。 g)資本制的生産。 J(5. 4)と書かれている O ノー









乙れに対して，ノート 3冊の本文では次のようになっている o f2)絶対
的剰余価値J (95， 5. 149) 0 f a) 剰余価値は，資本のうちの特定の部分
すなわち労賃に投下された部分にたいする単なる割合として把握されなけれ
ばならないJ (ibid.) 0 fb)必要労働にたいする剰余労働の割合。剰余労働
の限度J (99， 5. 158) 0 fc) 過度労働の利点J (101， 5. 162) 0 f d) 
同時的労働日 J (102， 5. 162)ロ r e) 剰余労働の性格J (104， 5. 167)。
「剰余価値の率J (124 e， 5. 207，乙れは「追補J (106， 5. 170) のな
かの，別の追加の中にある)0 f 3) 相対的剰余価値J (3冊， 125 5. 
211) J 0 乙れでノート 3冊は終り， r 3)相対的剰余価値」はノート 4冊に
続く。
ノート 4冊の本文中の題は次のようになっている o fa)協業J (143，5. 
229)0 fb)分業J (149， 5. 237)0 
ノート 5冊ではノート 4冊からの「分業」の続きが書かれている D そし
て f分業のさまざまの種類。J (188， 5. 291)， f単純協業。J (ibid.)， 
「γ)機械。自然力と科学の応用(蒸気，電気，機械的諸作用因と化学的諸
作用因)oJ (190， 5. 292)，が本文中の目次であるo
ノート 3""'-'5冊に内容目次がない乙との意味はのちに見る。
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(2) ノート 6冊~ノート 15冊
ノート 6冊の内容目次は r5) 剰余価値に関する諸学説。 a)サー・ジェ
イムズ・スチュアート o b)霊農学派。 c)A ・スミスoJ (S. 331)となっ
ている D これは本文中の題とほぼ一致している o すなわち， r 5)剰余価値
に関する諸学説。 J (220， S. 333)， r a) Cサー・ジェイムズ・スチュ
アート)0 J (ibid.)， rb)霊農学派。 J (222， S. 337)， r c) A ・スミ
ス。J (243， S. 363)がそれであるo これは本文執筆後に内容目次が書かれ
た乙とを示している O
次に，ノート 7冊の内容目次は，最初は r5 )剰余価値に関する諸学説。
c) A・スミス o (結び)0 d) ネケーノレo e) リカードウJ (Apparat， S. 
2500) となっていたものが「……c) A ・スミス o (続き)0/(年々の利
潤と賃金とが，利潤と賃金のほかに不変資本をも含む年々の商品を買うこと
が，どうして可能であるかの研究)oJ (S. 331) と修正されている。この修
正された目次はノート 7冊の本文の内容と一致している O 本文中には題は全
くない。また，編集者により rc年々の利潤が……)Jの次の部分が rc生産
















しリ (7冊， 273， S. 402) 0 
当初はマノレクスは V+Mのドクゃマについてもどく簡単にふれるつもりで
(7) 
あった。それはノート 7冊の最初の目次が rc) A・スミス。(結び)0 d) 
ネケーノレ。 e) リカードウ。」となっていたことから言える。つまり V+M
のドグマの解決をはかることが rc)A・スミス o (続き)0 Jへと目次を変
更させ，また目次に r(年々の利潤が……。)Jとする文章を付加させ，そし
て「リカードウ」を re)J (ノート 6冊)から rh)J (ノート 1冊)まで
その位置をずらす契機となったのである O
ノート 8冊の内容目次では r5)剰余価値に関する諸学説。 c)A ・スミ
ス。(結び)0 d)ネケーノレ。 e) リカードウ oJ (S. 331)と最初に書いたあ
と， id)ネケーノレJと re) リカードウ」を消している。修正後の内容目次
は，本文中に題はないが，その内容と一致している o ただし，こ乙でも r(結
び。)Jとはならずに，ノート 9冊へ rA・スミス」は続いている。ノート 8
冊でも，内容目次を書いたあと， V+Mのドグマ批判のより一層の拡大によ
って，再度内容目次の修正を行なったわけである D マルクスは，当初は re)
リカードウ」までを目次に書き込んでいたことから分るように，ノート 9冊







ノート 9冊の内容目次は r5 )剰余価値に関する諸学説。 c)A・スミス。
結び。 d) ネケーノレ。 J (S. 331)となっており，修正は行われていない。
その本文中の題は， r収入と資本との交換J (379， S. 553)と rd)ネケー
ノレJ (419， S. 620)だけである。本文の内容と目次は一致しており， 内容
目次は明らかに本文執筆のあとに書かれている O また rd) ネケール」の目
頭での「先にあげたランゲ、からのいくつかの引用文……J(419， S. 620) 
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という文言は， ie) ランゲ」がノート 10冊の「ケネーの経済表」の検討の




f) リカードウ o プレイ。 Jというものだったと思われる (Apparat，S. 
2500)。それが，次には「……e) ランゲ。f)プレイ。 g) リカードウ O ロー





ト9冊のそれと一緒に)書いたのであろう。そして id) ネッケノレ」と ie) 
プレイ」の本文を書いたのちに，内容目次を再度修正し， if)リカードウ。
ロートベルトウス」としたのであろう O そしてノート 10冊の本文を書き終え
たのちに三度目の内容目次の修正をしたわけである o
ここで，ノート 10冊の本文中の題を見ておこう i余論。ケネーによる経
済表。 J(422， S. 624)， íe) ランゲ『民法理論……~， ロンドン， 1767 
年。J (438， S. 657)， rプレイ(J.F・) r労働の害悪と労働の救済策…
…~， リーズ， 1839年。 J (441， S. 662)， rg) ロートベルトウス氏。ロー
トベルトウスのフォン・キノレヒマンあての第三書簡。リカードウ地代論の反
駁と新地代論の基礎づけ，ベノレリン， 1851年。J (445， S. 673)，がそれで
ある O これは最後の内容目次と一致している o
ここで，ノート 10冊のページ付けにふれておこう。そ乙では rg) ロート
ベルトウス氏」の途中まで，最初は lから32までのページ付けがされていた
(Apparat， S. 252'"-'64) 0 それが422から 452ページへと修正されたとき
に rケネーの経済表」は i5)諸学説」の一部に組み込まれたのである D
マルクスが「ケネーの経済表Jをこのように r5)諸学説」とは別の平稿
としていたのは，<貨幣の出発点への還流迩劫>をそこで考察したことが，








の例としては， 失のデステュッ卜・ド・トラシ〔ノート 9冊， 400'"'-'408， 
S. 589'"'-'602一一引用者〉を見よ O 労働者と資本家とのあいだの貨幣流通に
特に言及している第二の例としては， このあとでプレイを引用すべきであ
るO 最後に，貨幣貸付資本家に関してはプノレードン。 J (428 C 8 )， S. 638， 
c )内は最初のページ付け)と述べているロノート 9冊のデステュット・
ド・トラシについては貨幣の還流そのものについての考察はなされていな





















そして，それを吸収したあとで「……e) ランゲ。f)リカードウ o プレ
イ。」という内容目次をノート 10冊の表紙裏に(ノート 9冊表紙哀の目次と
ともに)書くとともに， r e) ランゲ」→ rd)ネケーノレJ (ノート 9冊)
へと本文を書き継いだわけである o r e) ランゲ」の冒頭で「社会主義的およ
び共産主義的な著述家たちをすべて歴史的概観から除外することは，私の著
述プランに一致する D ……私がこの展望において論及するはずの 2，3の社
会主義的著述家は，みずからブルジョア経済学の立場に立っているか，ある
いは，彼らの独自な立場からそれを克服しようとしているか，そのどちらか
である。 J (438， S. 657) と述べており， r 5) 諸学説」の線上に完全に







































れるかどうかということは， まったくどうでもよいことであるJ (464， S. 
















よらざるを得ないのであるJ (10冊， 485，S. 750)0 これに対して「地代
(超過利潤)の差額が多かれ少なかれ固定されるということは，農業を工業















いて rいわゆるリカードウの法則の発見の歴史に関する党え書きJ (11 




に最終的l乙， 乙れを最後としてのロートベノレトウスへの回顧。 J (515， S. 
801)， rh) リカードウoJ (522， S. 813)， r1)利潤，利潤率，平均価
格などに関するリカードウの所説。 J (528， S. 825)， r平均価格または賀
(13) 
用価格と市場価格。 J (543， S. 851)， rリカードウの地代論。 J (560， S. 
880)， r表 (574ページ)の解説。 J (575， S. 901)，となっており，最後
の項目はノート 12冊に続いているロ
これに対して，ノート 11冊の内容目次は， MEGAの異文註記から判断す
ると最初は f5)剰余価値に関する諸学説。 g) ロートベルトウスo h) 
リカードウ oJ (Apparat， S. 2560) であったものが「……g)ロートベル
トウス o /余論。いわゆるリカードウの法則の発見の歴史に関する覚え書
きo h) リカードウ。費用価格に関するリカードウと A・スミスの理論(反
論)0 リカードウの地代論。差額地代表とその解明J (S. 671)へと修正さ








リカードウの利潤論。J (S. 671----72) が最初のものである。あとから，最
後の「剰余価値に関するリカードウの理論。リカードウの利潤論。」が消さ
れて r費用価格の理論」と修正された (Apparat，S. 256) 0 乙れ以外に
は大きな修正はない。
ノート 12冊の本文は，初めはノート 11冊の「表 (574ページ)の解説」の
続きが書かれているo それが終ると， r A ・スミスの地代論。 J (619， S. 
968)， r剰余価値に関するリカードウの理論。 J (636， S. 1001)， r 1 ) 
労働量と労働の価値。 J (650， S. 1020)， r 2)労働能力の価値。労働の
価値。 J (652， S. 1024)， f 3)剰余価値。 J (655， S. 1028)， r 4 )相
23冊のノート「経済学批判J(1861""63)の拡充過程について 105 
対的剰余価値。 J (661， S. 1041)， r 5 )利潤論。 J (666， S. 1050)と
なっており，最後の項目はノート 13冊に続く o このように，ノート 12冊の内
容目次は大きな修正もなく，また，その項目は本文中の題と一致し，またそ
れをまとめていることから，内容目次は本文執筆後に書かれたといえる。





ノート 13冊の本文中の題は「利潤率の低下に関する法則。 J (673， S. 
1063)， 1蓄積論。 J (694 S. 1093)， rリカードウ雑論。/総所得と純所
得。J (732， S. 1165)， r機械。 J (734， S. 1170)， r i)マノレサス (T.
R) 0 J (753， S. 1207)， r不変資本と可変資本。 J (765， S. 1229)， rマ
ノレサスの価値論。 J (766， S. 1232)， r過剰生産。 r不生産的消費者」等
。々J (767， S. 1233)，であり rマノレサス」はノート 14冊へ続く o
これに対してノート 13冊の内容目次は 15)剰余価値に関する諸学説。
h) リカードウ o リカードウの利潤論。 リカードウの蓄積論，それの批判
(資本の根本形態からの恐慌の説明)。リカードウ雑論。 リカードウの結び









ったはずである O 一一引用者。 Apparat， S. 2618参P
ち〉にたいする反対;論命o 1り)ラムジ (経済学者たちにたいする対立者として
106 経営と経済
のプレイ )0m) シェルピュリエ o n) リチヤード・ジョーンズ(乙の第5項
(Theil)の結び)。エピソード，収入とその諸源泉。」というものであった。
乙れが修正されて次のようになった。 r……k) リカードウ学派の解体。
(トレンズ， J ・ミ Jレ，プレヴォ，程々な論争書，マカロク，ウェイクフィー
(14) 
Jレド，スターリング， J・St・ミノレ)0 1)経〔済学者たち〉にたいする反対論。
m) ラムジ。(経済学者たちにたいする対立者としてのプレイ )0n) シェル
ピ、ュリエ。 0) リチヤード・ジョーンズo (乙の第5項の結び)0 エピソー
ド。収入とその諸源泉J (S. 1205)。
ノート 14冊の本文中の題は以下の通りである o r k) リカードウ学派の解
体。 /1)R ・トレンズ『宮の生産に関するー論。……~ ， ロンドン， 1821 
年。J (782， S. 1260)， r 2) ジェイムズ・ミ Jレ『経済学綱要~，ロンドン，
1821年。(第 2版，ロンドン， 1824年)J (791， S. 1276)， r 3 )程々な
論争書。 J (806， S. 1300)， r a) r経済学における若干の用語論争の考
察，特に価値および需要供給に関して~ ，ロンドン， 1821年。J (ibid.)， 
rb) r近時マノレサス氏の主張する，需要の性質および消費の必要に関する
原理……の研究~ ，ロンドン， 1821年。 J (810， S. 1306)， r c) r経済学
に関する三人のテンフ。jレ法自家の対話，おもにリカードウ氏の原理に関辿し
てJ ([fロンドン・マガジン~ ，第 9巻， 1824年)0 (筆者， トマス・ド・
クインシ)0 J (814， S. 1312)， r d) r価値の性質，尺度，諸原因に関する
批判的論究，主としてリカードウ氏とその追随者たちの諸著作と関連して。
意見の形成と公表とに関する試論の著者の若J (サミュエノレ・ベイリー)，
ロンドン， 1825年。J(814， S. 1313)， r 4)マカロク。J(840， S. 1350)， 
r5) ウェイクフィーノレド。 J (850a， S. 1367)， r 6) スターリング
(パトリク・ジェイムズ) r事業の哲学……~ ，エディンパラ， 1846年。 J
(850a， S. 1368)， r 7) J ・St・ミノレ『経済学の未解決の諸問題に対する
試論~ ，ロンドン， 1844年。 J (851， S.1370)0 rI)経済学者たちにたい
する反対論。(リカードウの理論を基礎とする。) (852，S.1370)， r1) 
『国民的苦難の根源、と救済策。……ジョン・ラッセノレ卿あての書簡~ ， ロン
ドン， 1821年(匿名)0 J (ibid.)， r 2 ) ピアシ・レイヴィンストン，
107 (l861~63) の拡充過程について23冊のノート「経済学批判」










ロンドン， 1825年(職人のあまたは資本の不生産性の証明。一労働者著~ ， 
トマス・ホジスキン『民衆経済学。ロいだの現在の団結に関連して)0/4) 
ンドン職工学校における四つの講義~，ロンドン， 1827年。J(863， S. 1398)， 
となっており，その中に「資本
のさまざまな形態。J (901， S. 1468)， r 1)個々の生産過程。」
rII)生産過程の連続性。再生産。」
rc収入とその諸源泉)0J (891， S. 1452)， 
(908， S. 
と題された小論があ(ibid. ) 1479) ， 
と題されMEGA編集者によって rc俗流経済学)Jるo このノート 15冊の
た，無題のー論の最後で， )レターにふれているがそこに「損害賠償としての
という題がみられる。 944草稿ページから，閉じく(941， S. 1534) 利子」
(944， MEGA編集者によって rc商業資本。貨幣取引業に従事する資本)oJ
S. (947a， 「生産階級。 Jそ乙には，と題されたー論が始まる DS. 1545) 
とし、う1552) (947 a， S. および「小市民的および、小農民的産業。」1551) 
















































































































下。 ltiなる在庫現象としてのいわゆる苔蔵(在庫など，流通貯水池)0 2) 












と乙ろで， マルクスはノート 15冊の執筆に取りかかる時点では rc商業資
本，貨幣取引業に従事する資本)Jについての大きなー論を書く予定はなか


















以上のように，ノート 18冊までに r第 3篇。資本と利潤」を構成する各
項目は，未だ書かれていない部分を含めて出揃ったといえる o そして，これ




ノート 16冊の本文中の題は r第3章。資本と手Ij潤。/1 ) 0 J (973， S. 
1598)， r 2)0 J (977， S. 1607)， r 3)0 J (978， S. 1607)， r 4 )oJ 
(ibid.)， r5)oJ (978， S. 1608)， r6)生産費。 J (979， S. 1609)， 
r 7 )0 J (999， S. 1632)，となっているo
これに対してノート 16冊の内容目次は詳細なものとなっている o すなわち，
「第 3章。資本と利潤。 1)剰余価値と利潤。 2)利潤は剰余価値をいつで






初は「諸商品はそれらの価値よりも低い利潤で販売されうる。 J (Apparat， 
n -3/5， S. 16) となっていた。 c) と同じ文章である一一司引用者)0b)利










ノート 17冊の本文は，まず MEGA編集者によって rc雑論)Jと題された
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部分(1022，S. 1675)から始まる O 本文中の題は rc雑論)J中に「労働過
程と価値増殖過程。使用価値と交換価値。 J (ibid.)， r利潤率の低下。」
(1023， S. 1676)， r不変資本。資本の絶対量。 J (1023， S. 1677)， r不Ij
潤率の低下。J (ibid.)， r蓄積。J (1027 S. 1680)， r不変資本のための
支出の減少J (1028， S. 1681)，というそれぞれの短文に対する題がある。
乙の rc雑論)Jの次に rノート 15冊からの続きJ (1029， S. 1682) と苦
かれており，ノート 15冊の rc商業資本。貨幣取引業に従事する資本)oJの
続きが書かれている D そして， 1038草稿ページの中途から「エピソードo 資
本制的再生産における貨幣の還流運動。J (1038， S. 1701)が始まり，ノー
ト18冊へ続く O
ノート 18冊には表紙がなく，ノート 17冊の表紙がノート 18冊のそれをも兼
ねさせられている o (Apparat， S. 2416)。そこで，ノート 18冊の本文中の
題を先に見ておこう D ノート 18冊の冒頭の1066草稿ページには MEGA編集
者によって rc複利)J と題された小論がある D そして1068草稿ページに





部分であるo 乙れは1084草稿ページで終り， r 1) リカードウを基礎とする
プロレタリア的反対論。 4)ホジスキン。J(1084， S. 1773)， rrn) cラム
ジ)oJ (1086， S. 1777)， rn) cシユノレピュリエコ。 J (1102 S. 1802)， 





における貨幣の還流運動。(再生産過程)0 II) エピソードo 個別資本の絶
対量の増大または生産規模の増大。J (S. 1544) となっている o
23冊のノート「経済学批判J (1861.-..63)の拡充過程について 111 
ノート 17冊の内容目次と本文とを対比すると i雑論」および「商業資
本。貨幣取引業に従事する資本」については，本文と目次は一致するが，
i 1 ) Jおよび in)Jについては必らずしも一致しない。 iI)Jについて
は，本文中の題 (i資本制的再生産における貨幣の還流運動J) の方が，目
次中の題 (i資本流通における貨幣の還流運動。(再生産過程)oJ) よりも
より正確である o つまり「資本流通 (dieCapital Circulation) Jよりも
「資本制的再生産」の方がより妥当だといえるo そしてまた in)Jがノー
ト17冊だけでなく，ノート 18冊の本文にもない点から考えて i雑論」執筆
後にノート 16冊と17冊を， 23冊のノート中に取り込んだ時，つまりノート 15
冊からの続きである「商業資本。……Jに取りかかる前にノート 16冊と17冊
の内容目次を同時に書いたものと言える。
ここでノート 16冊と17冊のページ付けを見ておこう O ノート 16冊は，最初
は ia，b，……， y，ゆ， ω，α，β，……ν，0，p，……， v Jとページ付けされ
ていたものが，のちに i973"""10l9J と修正されているo ノート 17冊も最初
は， ia， b，……， y，ゆ， ω，α，β.……， ~J とほぼ終りまでページ付けされ





















表現が， r n) エピソード。個別資本の絶対量の増大または生産規模の増
大。」および rエピソード。収入とその諸源泉。 J (ノート 14冊，内容目
次)とともに見られるo このうち r収入とその諸源泉」と「還流運動」は
ノート 18冊中の「資本と利潤」プランに， r 9)収入とその諸源泉。」および







ノート 19冊以下は一括して見て行く D ノート 19冊の本文はまず「ノート 5
冊からの続き(機械等)0 J (1159， Apparat， S. 2719) と書かれた1159草
稿ページから始まるo そ乙には「分業と機械制作業場D 道具と機械。J(1159， 
S. 1913)，そしてノート 20冊に「機械による労働の代替J(1251， S. 2036)， 
rh) c相対的および絶対的剰余価値)0 J (1283， S. 2090)，がある。 1291
a草稿ページから rc追補)Jが始まるが，その内容は様々の抜卒であるo そ
の中に「ヒュームとマッシーJ (1291 a， S. 2120) という題がみられ，そ
れ以降はこの二人の著書の抜卒がノート 21冊の初めに続く o ノート 21冊に
は， r i) C資本のもとへの労働の形式的および実質的包摂。移行形態。)J
(1301， S. 2126)， r資本のもとへの労働の実質的包摂。J (1307， S. 2141)， 
r k)資本の生産性。生産的および不生産的労働。J (1316， S. 2159)があ
り， 1331ページから rc追補)Jが始まり，ノート 22冊に続く o ノート 22冊の
23冊のノート「経済学批判」 (1861.-.，63)の拡充過程について 113 
初めのその続きの中に「ペテイ J (1346， 5. 2207)があり，以下 r4)剰
余価値の資本への再転化。 α) 剰余価値の資本への再転化J(1353，5.2214) 
および「β) いわゆる本源的蓄積」 (1395， 5. 2280)， があるo そして，
1397草稿ページ以降は rc追補)Jつまり諸著作からの抜翠が23冊の終わりま
で続く o その最後の部分に r2)いわゆる本源的蓄積。」 (1461， 5. 2372) 
および「利子計算」 (1464， 5. 2379)という題が見られる。
内容目次は，ノート 19冊が「ノート 5冊からの続き o 3)相対的剰余価値。
γ)機械等。J (5. 1891)であり，ノート 20冊が r3)相対的剰余価値。
γ) 機械等。 h) 相対的および絶対的剰余価値。賃金と剰余価値との関係。
労働の価値または価格というかたちでの，労働能力の価値。剰余価値と可変
資本との，あるいは剰余労働と必要労働との関係の派生的な諸形式。/間奏




の。ペテイ o 4)α)剰余価値の資本への再転化。 β) いわゆる本源的蓄積。
γ) 植民制度。」 (ibid. )となっている。 ノート 23冊の内容目次は「諸著作






内容目次を書いたと思われるo そして， ノート 22冊では「γ)植民制度」ま
でを論述する予定であったものが， 「再生産J(1371， 5. 2243)および「マ
ノレクスの経済表」を記述する内にノート22冊の終わり近くになり， 「β) い
わゆる本源的蓄積」を展開しかけたままノート22冊を終えたのであるo そこ
でノート23冊で r2) いわゆる本源的蓄積」に「我々は戻る。」 (1461， 5. 
2372)と述べて補完しようとしたわけである。
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なお，ノート 19'"'-'21冊の r3 )相対的剰余価値」において本文中に rd，
e， f， g， (j)Jが欠けているのが内容目次にも欠けていること，つまり内








註(4) ノート 3冊のページ付けは最初は lから始まっていた。それは，2)絶対的剰余
価値」を r1)貨幣の資本への転化J (ノート 1"-'2冊)とは別箇の草稿として書
き始めた為だと思われる。
編集者によれば， ， 1~6J までのページ付けが，あとから r95~100J に修正













derselbe， Wurden Marx'" Theorien uber den Mehrwert 汁lachder 
Unterbrechung seiner Arbeit an dem "Maschinerie-Manuskript“ 
geschrie ben ?“ Beitrage zur Marx・Engels-Forschung，16， 1984. 
23冊のノート「経済学批判J(1861.，63)の拡充過程について 115 









の僕牌部分 (derdienende Anzahl der Bevolkerung)も同様である。(乙の
最後の部分は〕たとえばイギリスでは 100万人にものぼるのであって，この数は織
物工場と紡績工場とで直接働いている労働者を全部あわせたものよりも多い。」






の数 (dieAnzahl der weiblichen Dienstboten)はイングランドだけで100万
人に達したJ(ノート 8冊， 358， S. 520， C )内はあとからの修正あるいは加型
である。 MEGA註解による)。ノート 8冊の文章を見ると， r国勢調査」の数字
を知ったあとで『報告書 (Returnto an address of the Honourable The 
House of Commons， dated 24 Apri1 1861. Ordered， by The House of 



















「資本にかんする草へのフ。ラン草案J(MEGA， Iー 2.S. 256----263)の f1 ) 
資本の生産過程」中にある f5)賃労働と資本」と対応し，また23冊のノート中の

































































にふたたび見いだすような，貨幣資本の遊離でもあるJ (90， S. 323)。ここでは
ノート 16冊の「資本と利潤」を越える貨幣資本の遊離への言及がある。この時点
(1862年2月6目前後， Apparat， S. 2877)ではノート 16冊の「資本と利潤」を
越えるものがすでに考えられている。
























る。なにか一つの実例が必要なわけだ。J(岡崎次郎訳『資本論書簡J ( 1) ，大
















なお，ノート16冊 (r最終ノート 1J， 1861年12月"-'1月)とノート 17冊 (r最











(7) たとえば f{ここでなお，次の乙とを考察するべきであろう。 (1)，A ・スミス




冊， 257， S. 378)と述べているものは， f利潤lζ関する草J(6冊， 259， S. 381) 
の学説史部分で考察されるべきものが大部分ではあるが， (1)と(3)については
ノート 6冊ですでに簡単にふれている。つまりマルクスは当初の f5)剰余価値に











































ることになったときにはじめて与えるであろうJ (11冊， 578"-'9. S. 907)。これ
は，ノート18冊の「第3篇。資本と利潤」プラン中の 14)地代(価値と生産価格
との相違の例証)J (1139， S. 1861)に合致する記述である。ノート10冊より変化
し始めた「資本と利潤」が，次第にノート18冊のプランに近い形に整備されてきて
いる経過を見ることができる。それは，ノート11冊の内容目次における「余論。い














論(リカードウの理論を基礎とする)oJ (14冊.852， S. 1370)という題と同じも
のである。そして，ノート14冊からの続きである「レイヴィンストン」をノート14








場合，この形式的な還流は致宮とは関係がなく， したがって資本としての G を表
現しない。それはちょうど，地代，利子，および租税に支出された貨幣の，地代や
利子や租税の支払者への還流のうちに，価値の増加または補填が含まれていないの
と同じであるJ (427.，8. S. 638)。
また，乙れと同様の認識としては，ノート18冊の「資本制的再生産における貨幣
の還流運動」では. r部類 1Jは生活手段を生産し. r部類lJは生産手段を生産
するとしたあと. r部類m.最初の二つの部類のあいだの運動をただ仲介するだけ




















のめで総括すべきでなし、か。J (20冊， 1255， S， 2045)と述べていること








明らかになるであろう。 J (220， S. 333) と述べている。同様の言及は，
「資本と利潤」においても見られる o すなわち「だが，乙のような批判は，
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乙の章の最終篇に属するJ (977， S. 1606)。









註仰 ノート14冊の r剰余価値の資本への転イじJに関する，前のほうの篇J (850 a， 
s. 1367)という言及も参照されたい。
なお， r蓄積とともに，資本のうち可変資本へ転化する部分が相対的に減少する。
乙のことは No.5に。 J (22冊， 1385， S. 2264)として挙げられている fNo.5J
は， f剰余価値の資本への再転化」の乙とであろう。それはノート18冊プランでい
えば f6)剰余価値の資本への再転化」にあたる。いずれにしても， f 5) Jとい




3部第 1稿および第2部第 1稿執筆時l乙 「資本の生産過程」に対するこつの案が
見られる乙とと関連していよう(佐藤金三郎 fW資本論』第3部原稿についてJ(2) 
I思想、J564号， 1971年， 837ページ，および中峯照悦・大谷禎之介他訳『資本の流
通過程。 r資本論』第2部第 l稿』大月書庖， 265， 266， 267ページ参照)。







は次のように分けること。 1)序説。商品。貨幣。 2)貨幣の資本への転化。 3)
絶対的剰余価値。 a)労働過程と価値増殖過程。 b)不変資本と可変資本。 c)絶対
的剰余価値。 d)標準的労働日のための闘争。 e)同時的な諸労働日。(同時に働
かされる労働者の数)。剰余価値の額と剰余価値の率。(大きさと高さ ?)o 4)相
















産の総過程における貨幣の還流運動。 11)俗流経済学。 12)結び。 r資本と賃労




まずノート 1"""'5冊のそれを列挙してみよう D ノート 1"""'2冊の表紙には
「第 3章。資本一般J (Apparat， S. 2404および S.2407) と書かれてい
る。以下，本文では「資本と賃労働の篇J (1冊， 21， S. 36)， r r資本と
賃労働」の篇J (2冊， 71， S. 121)， r第 5宰J (3冊， 103， S. 166， 
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MEGA編集者のいうように， 1859年プラン中の r1 )資本の生産過程」の
r5)賃労働と資本」である。 Apparat， I -3/1， S. 121)， r労賃の章」
(107， S. 171)，そして，ノート 4冊で協業が M/Vにおよぼす影響のみ
を考察するとして「乙のことは以下の諸篇においても堅持しなければならな
い。)J (145， S. 232)としているo 次l乙 r蓄積にかんする篇J (4冊，
168， S. 265)， r機械の篇J(5冊， 178， S. 277)， r資本と労働という
(20) 
最終章J(ibid)，そして機械による労働日の延長は「第 3章J(190， S. 292) 
で扱うとしている。同じく「第 3章J (199， S. 303， 乙れは r第3篇」
を「第 3章」に訂正している。 Apparat，S. 2496)。
次にノート 16冊では「第 3章。資本と利潤J (973， S. 1598)， r先の第
2章を見よ。J (973， S. 1598， とれは「資本の流通過程」のことであるo
Apparat， I -3/5， S. 73)， r乙の章の最終篇J (977， S. 1606)， r競争
の章J (989， S. 1623)， r乙の篇J (987， S. 1620)， r競争の章J(994， 
S. 1630) r生産費の篇J (998， S. 1658， r第 3章」中の r6)生産費」
のこと。)， r r生産賀」の篇J (1015， S. 1666)，となっている。ここまで
は，以上のように r章」→「篇」あるいは「章」と「篇」の混用が見られ
るD
次に，ノート 6冊からノート 18冊を見てみよう o 以下， r第 3章J (6冊，
220， S. 333， r資本と利潤」のことである0)， r流通に関する章J (222， 
S. 340)， r利潤にかんする章J (259， S. 381)， r資本の再生産過程また
は流通過程についての篇J (7冊， 273， S. 402)， r第 3章J (8冊， 341， 
S. 496， r資本と利潤」のこと0)， r蓄積の篇J (9冊， 379， S. 553)， 
「第 3篇J (398， S. 585， r資本と利潤」のこと。)， r利潤に関する第3
章J (10冊， 461 S. 706)， r資本の蓄積に関する篇J (478， S. 737)，が
ノート 10冊までの事例である口次にノート 11冊で， リカードウ利潤論批判に
ついて「とはいえ，これは乙の篇にではなく，第 3篇への歴史的付録に属す
るものであるが。 J (526， S. 820)， としているo そして r競争の篇」
(13冊， 700， S. 1107)， r資本一一直接的生産過程一ーを取り扱う第 l篇」
および rr資本と利潤」の章J (716， S. 1134)， rr資本と賃労働の関係の
23而のノート「経済学批判J(1861"'-'63)の拡充過程について 127 
弁護論的叙述J{乙関する篇J (14冊， 777， S. 1251)， r剰余価値の資本へ
の転化」に関する，前のほうの篇J(850 a S. 1367)， rプライスの幻想
には収入とその諸源泉に関する篇のなかで立ち返ること。J(853， S. 1372)， 
「諸資本の競争に関する章J(15冊， 888， S. 1447)， r労賃の現実の運動
に関する章J(889， S. 1448)， rというのは，利子生み資本の分析はこの一
般的な篇にではなく信用に関する篇に属するからである。J(896， S. 1461)， 
「信用に関する篇J (897， S. 1462)， r俗流経済学者に関する篇J (935， 




まれないり (1038， S. 1701)と言っている r信用」については「篇」の
用例が次第に固定化してきているようである D
ノート 18冊では r資本と利潤」 に関する第3部 (Theil)のうち，一般的
利潤率の形成が取り扱われる第2章では，次の諸点を考察するべきである。
1 )…… 4) しかし総資本については，第 l章で展開したことがあてはま
るo ……J (1109， S. 1816) と述べている D 同じくノート 18冊では「乙の
記述は「収入とその諸源泉」という章に属する。 J (1136， S. 1855)， r第
3篇「資本と利潤JJ (1139， S. 1861)， r第 1篇「資本の生産過程J
(1140， S. 1861)，を事例として見ることができる D 乙乙では「篇」→「章」
の順序が確立しているo
ノート 19冊では「われわれはこの事情〔不変資本の節約一一引用者〉を，
資本と利潤を扱う篇で初めて詳細に考察するのであるが，……J (1235， S. 
2013)， r資本と利潤の篇J (1236， S. 2015)，そして「われわれは先へ先
へ進む前に，なお，二，三の，全てこれ迄に展開した第 l篇にかかわる引用
文を掲げ，詳述しておこう。J (1291 a， S. 2117)という事例を挙げうる D
ノート21冊では次の事例がある。 r我々ははじめて次の篇で，つまり蓄積





篇でより詳細に論じられるべきである。J (1315， S. 2156)という文の「次






であるJ (1327， S. 2176)。
しかし，ノート 22冊には混用の例は見られない。 r次の篇である流通過
程J (1353， S. 2215)， r次の篇J (1354， S. 2216， これも「流通過程」
のことである。)， r再生産はそのより詳細な規定性においては，次の篇で展
開される。J (1371 S. 2243)， r次の篇J (ibid.)， r次の篇J(1373， S. 
2245，乙れも ri流通過程」のことである口)，がその事例であるo
以上のようにノート 18冊以降は，ほほ「篇」→「章」の用例が確定され
た。そして，この順序は， 1863，..65年の『資本論」第 l稿では「部 (Buch)J
→「章」へと変わった。たとえば「第 l部。資本の生産過程。第6章。直
接的生産過程の諸結果。」となっている (Resultatedes unmittelbarren 
Produktionsprozess， Verlag Neue Kritik， 1970， S. 1)。
註四)大村・吉田説では乙の「第3章」を，ノート18冊の「生産過程Jプランにおける
r3)絶対的剰余価値」中の rd)標準労働日のための闘争」を指すとしている




















「第 3章。資本と利潤j (ノート 16冊)の各項目の分量は不均一である。
r 6)生産費」が全体の約34%， r 7) C利潤率の低下に関する一般的法
則)jがその約5296と，この二項目で全体のほぼ86%を占めている。そして，
「第 l章Jの理論的展開と密接に関連しているのがこの二つの項目なのであ





されているのは前者であり，現行『資本論J第 3部第 l篇「第 5章。不変資
本充用上の節約」では両方の考察が行われているが，そ乙での重点は後者，
すなわち個別資本次元にあるo
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利潤を増大させることができるのは，ただ商品の生産に必要な不変資本の価







































































いえる D たとえば， スミスについて展開中のノート 7冊で， J. S. ミノレ批
判という形で V+Mのドグマが利潤と剰余価値とを同一視することになる
ことについて論述している。それは r資本と利潤」での考察の応用篇だと
いえよう (8冊， 344~5 ， S. 500~503など〉。そのために，ノート 14冊での

















































中の価値の構成にどのような影響を与えるかの考察を挙げている(16冊， 998， S. 
1658，および1016，S. 1666)。乙乙では r6)生産費」でも不変資本の価値低下の
みでなく， r機械による労働の代替」も考察することを考えていた乙とになる。

















6. む す び
1864""'65年にノート 18冊のプランに大筋は従いながら第 3部第 l稿を書い

























ヴィゴッキー他(中野堆策訳) r 1863"" 1867年におけるマノレクスの『資本論』執筆
の時期区分についてJr世界経済と国際関係j56*. 1982年，
大谷禎之介 r~資本論』第 3 部第 1 稿について一一オリジナ Jレの調査にもとづい
て一一Jr径済志林j (法政大)50巻2号.1982年，
を参照されたい。
なお，大谷は「マルクスは第3部第2章の 182ページ以降のどこかで第3部第 1
稿の仕事を中断して，第2部第 l稿を書き，それからふたたび第3部第 l稿の仕事
にもどったが，それは遅くとも，第3部第4辛に若手する以前であった。J (前掲
論文.133ページ)としている。理論的展開から考えると，マルクスの転回は.r第
3章。……一般的利潤率の傾向的低下の法則」執型以前においてなされたのではな
いかと思われる。つまり， 「iZ流運動」の消失と，信用論の導入と，利潤率の低下
傾向の拡充とは同一事象が別々の姿をとったこと，つまり，本質的に「資本一般」
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の限定が意味をもたなくなってきたことを示していると思われる。
帥小稿「再生産と蓄蔵貨幣一一信用制度との関連において一一Jr経済論究j (九
大院)37号， 1976年，を参照されたい。
